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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)

【公開番号】特開2014-186766(P2014-186766A)
【公開日】平成26年10月2日(2014.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2014-054
【出願番号】特願2013-59643(P2013-59643)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/93     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ａ６３Ｂ  69/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  27/00    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ
   Ａ６３Ｂ  69/36    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月11日(2014.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の画像処理装置は、
　所定の処理の対象となる複数の画像を組として選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像の組を識別可能なサムネイルを生成する
サムネイル生成手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像の組を示す所定情報と、前記サムネイル
生成手段により生成されるサムネイルと、を関連付ける関連付け手段と、
　前記関連付け手段により関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サムネ
イルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組を自動選択して所定の処
理を実行する実行手段と、
　を備えることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　サムネイル生成部４４は、画像選択部４３により選択された再生対象動画の組に対応す
るサムネイルの組の各データを生成する。
　再生対象動画のサムネイルとは、当該再生対象動画を特定可能な範囲内で、当該再生対
象動画よりも質が低い画像をいう。即ち、サムネイルは、再生対象動画よりも質が低い画
像であれば足り、所定間隔で何枚かのフレームが間引かれた動画像や、所定のフレームに
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対応する静止画像であってもよい。ただし、本実施形態では、図４や図６に示すように、
出力部１８のディスプレイの１画面にサムネイルの組が複数表示される関係上、サムネイ
ルとしては、各フレームの解像度が低くされた動画像（縮小画像）が採用されている。
　また、図４を用いて後述するようにサムネイルの組の表示形態としては、当該組に属す
る複数枚（ここでは２枚）のサムネイルが空間的に縦方向又は横方向に並べられて１画面
全体に表示される形態が採用される。このため、サムネイル生成部４４は、このような表
示が可能となるように、再生対象動画に対するアスペクト比を変更した上で解像度を低く
したサムネイルのデータを何種類か生成する。換言すると、サムネイル生成部４４は、出
力部１８のディスプレイの１画面において所定の空間的又は時間的位置関係を維持したま
ま複数（ここでは２枚）のサムネイルの表示が可能となる様に、夫々のサムネイルのデー
タを生成する。
　ここで、空間的位置関係とは、２つの画像が空間的に並んでいる位置関係をいい、例え
ば、縦、横若しくは斜めに並んでいる関係、所定の間隔を空けて並んでいる関係、又は、
２つの画像が重畳して配置されている関係が該当する。
　また、時間的位置関係とは、再生時の時間軸上に２つの画像が並んでいる関係をいい、
例えば、時間的に連続して再生される２つの画像における両者の再生時刻の関係が該当す
る。
　以上まとめると、サムネイル生成部４４は、画像選択部４３により選択された再生対象
動画の組に対応するサムネイルの組のデータを、再生対象動画組の再生形態のパターン（
後述する空間的又は時間的な位置関係のパターン）の数だけ生成する。例えば、２つの再
生対象動画が横並びで２画面同時再生されるパターンの場合には、横方向の比率が小さく
なるようにアスペクト比が変換された、２つのサムネイルの組（後述の図７の組ＳＴ１参
照）の各データが生成される。これに対して、２つの再生対象動画が縦並びで２画面同時
再生されるパターンの場合には、縦方向の比率が小さくなるようにアスペクト比が変換さ
れた、２つのサムネイルの組（後述の図７の組ＳＴ３参照）の各データが生成される。
　サムネイル生成部４４は、このようにして再生形態のパターン毎に生成したサムネイル
の組（カップリング）の全データをサムネイル記憶部５２に記憶させる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の処理の対象となる複数の画像を組として選択する画像選択手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像の組を識別可能なサムネイルを生成する
サムネイル生成手段と、
　前記画像選択手段により選択された複数の画像の組を示す所定情報と、前記サムネイル
生成手段により生成されるサムネイルと、を関連付ける関連付け手段と、
　前記関連付け手段により関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サムネ
イルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組を自動選択して所定の処
理を実行する実行手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記関連付け手段は、前記サムネイル生成手段により生成されるサムネイルを、前記複
数の画像の組を示す所定情報と関連付けて、複数記憶し、
　前記実行手段は、前記関連付け手段により記憶されている複数のサムネイルに対する選
択操作に応じて所定の処理を実行する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
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　前記関連付け手段は、前記複数の画像の組に所定の処理を行う際の空間的又は時間的な
位置関係も更に関連付け、
　前記サムネイル生成手段は、空間的又は時間的な位置関係も合わせて識別可能なサムネ
イルを更に生成し、
　前記実行手段は、前記関連付けに含まれるサムネイルに対する操作に応じて、関連付け
られている複数の画像の組を自動選択すると共に関連付けられている位置関係で所定の処
理を実行する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記関連付け手段により関連付けられる空間的又は時間的位置関係は、複数画像の個々
を複数画面に別々に表示する際の位置関係である
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記関連付け手段により関連付けられる空間的又は時間的位置関係は、複数画像を１画
面内に重畳して表示する際の位置関係である
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記関連付け手段により関連付けられる空間的又は時間的位置関係は、複数画像を１画
面に順次切り換えて表示する際の順番である
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記サムネイル生成手段は、前記画像選択手段により選択された複数の画像の組を前記
空間的又は時間的位置関係に対応して予め決められた組合せ可能な位置関係で配置し合成
した縮小画像を前記サムネイルとして生成する
　ことを特徴とする請求項３乃至６のうち何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記サムネイル生成手段は、前記画像選択手段により選択された複数の画像の組を前記
空間的又は時間的位置関係が組合せ可能な位置関係を選択して配置し合成した縮小画像を
前記サムネイルとして生成する
　ことを特徴とする請求項３乃至６のうち何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記サムネイル生成手段は、前記複数の画像の組の表示を実行した後に、前記複数の画
像の組を表示した位置関係に基づいて配置し合成した縮小画像を前記サムネイルとして生
成する
　ことを特徴とする請求項３乃至６のうち何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記実行手段により実行される前記所定の処理は、複数画像の個々を複数画面に別々に
表示することである
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記実行手段により実行される前記所定の処理は、複数画像を１画面内に重畳して表示
することである
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記実行手段により実行される前記所定の処理は、複数画像を１画面内に順次切り換え
て表示することである
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記サムネイル生成手段は、前記複数の各画像を結合することで前記サムネイルを生成
する
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　ことを特徴とする請求項３乃至１２のうち何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　所定の処理を実行する画像処理装置が実行する画像処理方法であって、
　所定の処理の対象となる複数の画像を組として選択する画像選択処理と、
　前記画像選択処理において選択された複数の画像の組を識別可能なサムネイルを生成す
るサムネイル生成処理と、
　前記画像選択処理において選択された複数の画像の組を示す所定情報と、前記サムネイ
ル生成処理において生成されるサムネイルと、を関連付ける関連付け処理と、
　前記関連付け処理において関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サム
ネイルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組を自動選択して所定の
処理を実行する実行処理と、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１５】
　コンピュータに、
　所定の処理の対象となる複数の画像の組を選択する画像選択機能、
　前記画像選択機能により選択された複数の画像の組を識別可能なサムネイルを生成する
サムネイル生成機能、
　前記画像選択機能により選択された複数の画像の組を示す所定情報と、前記サムネイル
生成機能により生成されるサムネイルと、を関連付ける関連付け機能、
　前記関連付け機能により関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サムネ
イルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組を自動選択して所定の処
理を実行する実行機能、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【請求項１６】
　所定の処理の対象となる複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を選択する選択
手段と、
　前記選択手段により選択された複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を識別可
能なサムネイルを生成するサムネイル生成手段と、
　前記選択手段により選択された複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を示す所
定情報と、前記サムネイル生成手段により生成されるサムネイルと、を関連付ける関連付
け手段と、
　前記関連付け手段により関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サムネ
イルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組の空間的又は時間的な位
置関係を自動選択して所定の処理を実行する実行手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１７】
　所定の処理を実行する画像処理装置が実行する画像処理方法であって、
　所定の処理の対象となる複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を選択する選択
処理と、
　前記選択処理において選択された複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を識別
可能なサムネイルを生成するサムネイル生成処理と、
　前記選択処理において選択された複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を示す
所定情報と、前記サムネイル生成処理において生成されるサムネイルと、を関連付ける関
連付け処理と、
　前記関連付け処理において関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サム
ネイルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組の空間的又は時間的な
位置関係を自動選択して所定の処理を実行する実行処理と、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１８】
　コンピュータに、
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　所定の処理の対象となる複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を選択する選択
機能、
　前記選択機能により選択された複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を識別可
能なサムネイルを生成するサムネイル生成機能、
　前記選択機能により選択された複数の画像の組の空間的又は時間的な位置関係を示す所
定情報と、前記サムネイル生成機能により生成されるサムネイルと、を関連付ける関連付
け機能、
　前記関連付け機能により関連付けされたサムネイルに対する操作に応じて、当該サムネ
イルに関連付けられている所定の情報で示される複数の画像の組の空間的又は時間的な位
置関係を自動選択して所定の処理を実行する実行機能、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
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